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開発の背景

技術選定の概要

開発の背景および目的

アナモックス反応を利用した窒素除去技術
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開発者
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株式会社タクマ
メタウォーター株式会社

技術選定を受けた者 株式会社タクマ

技術選定日 2012（平成24）年5月7日

実規模実証
2011（平成23）年度採択の
B-DASHプロジェクトにて実施

新技術の分類＊
新技術Ⅰ類
継続導入技術

近年、下水汚泥の資源利用・エネルギー利用に関心が高まるなか、下水汚泥
を嫌気性消化することで発生する消化ガスはCO2削減に一定の効果を発揮
する。その一方で、嫌気性消化により発生する高濃度の窒素を含む排水（汚
泥処理返流水）の処理が課題となっていた。

汚泥処理返流水の窒素除去の省エネ化・省コスト化を実現
効率的かつ安価な窒素除去システムの開発

開発の目的

＊新技術の分類

新技術Ⅰ類 �JSが単独または共同研究
により開発した技術

新技術Ⅱ類 �国・自治体等の公的機関
が開発（民間との共同研
究も含む）した技術で、JS
が実施設への適用性を確
認したもの

新技術Ⅲ類 �上記以外の者が開発した
技術で、JSが実施設への
適用性を確認したもの

継続導入技術 �有効期間満了後も引き続
き導入が必要だが、JSに
おいて基準化されていな
い技術

JS基準化技術 �日本下水道事業団が受託
事業で用いる設計基準又
は標準設計が作成された
もの
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技術の特徴

技術の概要

アナモックス反応を利用した窒素除去技術

▶亜硝酸化設備とアナモックス設備を組合せた処理フローにより、窒素除去率を安定的に70～
80%程度除去することが可能。

反応式

▶アナモックス反応を利用した、低コストで省エネルギーの窒素除去技術。

アナモックスプロセス

従来技術（生物学的硝化脱窒法）



相対比：従来技術の試算値に対するアナモックスの試算値
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導入効果

アナモックス反応を利用した窒素除去技術

▶従来の窒素除去技術（生物学的硝化脱窒法）に対して、以下の効果がある。
　①曝気動力の削減、②メタノール添加が不要、③設置スペースの縮小、④汚泥発生量の削減
▶更に加えて、水処理施設における送風量削減や放流水窒素濃度の低減が可能。

〈導入試算例※（返流水処理施設を新設した場合）〉
※B-DASHプロジェクトNo.3 固定床型アナモックスプロセスによる
　高効率窒素除去技術 導入ガイドライン（案）令和4年3月改訂版より

　　従来技術：担体添加ステップ流入式2段硝化脱窒法
　　試算条件：
　　　流入下水量	 50,000m3／日
　　　処理対象（原水）	 消化汚泥脱水ろ液
　　　原水処理量	 235m3／日
　　　原水窒素除去率	 80%
　　原水想定水質：
　　　T-N	 1,060mgN／L
　　　NH4-N	 1,000mgN／L
　　　C-BOD	 231mg／L
　　　SS	 940mg／L

建設費 年価 維持管理費 排出量 ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

％削減 ％削減 ％削減 ％削減 ％削減

相対比：従来技術の試算値に対するアナモックスの試算値

消化汚泥脱水ろ液は窒素
濃度が高く、かつBOD／
N比が小さい排水である。
従来技術を適用した場合、
曝気風量を多く必要とし、
かつメタノールを多量に
添加する必要があること
から、電気代や薬品代の低
減が求められてきた。

Point

導入フロー図

従来技術との比較

建設費（年価）

41％削減

維持管理費

44％削減

LCC

46％削減

GHG排出量

65％削減

エネルギー使用量

44％削減



情報発信ページ
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適用対象および導入推奨条件

アナモックス反応を利用した窒素除去技術

◦嫌気性消化汚泥脱水ろ液の個別処理による窒素除去

◦嫌気性消化は導入されているが、返流水個別処理施設がない場合
◦汚泥処理に嫌気性消化を新たに導入する場合
◦外部からバイオマス等を受け入れる場合
◦既存の返流水個別処理施設を再構築する場合

適用対象

導入推奨条件

開発者	 日本下水道事業団／株式会社タクマ／メタウォーター株式会社

連絡先	 株式会社タクマ　環境本部　水処理営業１部

電話番号	 03-5730-9017

メールアドレス	 mizu-hp@takuma.co.jp

情報発信	 https://www.takuma.co.jp

開発者　問い合わせ先


